
 

 

放射光 X線イメージングにより、生物由来ナノファイバーを利用した木材用水性塗料の

塗装状態の観察に成功しました。 
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■概要■ 

佐賀県では伝統産業として木工業が盛んであり、技術力の高い企業が数多く立地している。県内

の家具・木工産業や建築産業では、木材の保護・美観・機能性付与のために木材用塗料が使用され

ており、木質感や高耐候性等の品質と共に低環境負荷であることが求められている。しかし、低環

境負荷の天然物由来原料を用いた塗料や木質感を損なわない含浸型塗料、透明系塗料はいずれも現

状では耐候性が低いといった問題がある。 

本研究では、塗料の乳化剤としてセルロースナノファイバーとキチンナノファイバーを併用する

ことにより、塗膜形成成分である植物油の乳化安定性が向上することを見出し、低環境負荷の木材

用水性塗料を開発した。また、直交表と

機械学習を利用する事により、開発塗料

の耐候性向上に関する指針を明らかにし

た。 

さらに、放射光 X線イメージングによ

り、塗装状態の観察に成功し、開発塗料

は木材表面に塗膜を形成せず、木質感を

損なわない含浸型塗料であることを明ら

かにした（図１a）。比較として市販半造

膜型塗料の測定結果を示す（図１b）。 
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図１ 放射光X線によるマイクロ CT観察 

 (a)開発塗料、(b)半造膜型市販塗料 
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